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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　桜貝の貝殻又は貝殻片を粉砕する粉砕工程と、
　前記粉砕工程で粉砕した貝殻片を所定粒径以上の大粒径貝殻片及び前記所定粒径未満の
小粒径貝殻片に分別する粒度分別工程と、
　前記粒度分別工程で分別した大粒径貝殻片を透明の液体樹脂と混合して成形する第１成
形工程と、
　前記粒度分別工程で分別した小粒径貝殻片を透明の液体樹脂と混合して成形する第２成
形工程とを含むことを特徴とする桜貝アクセサリーの製造方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取る割取工程を含み、
　前記粉砕工程は、前記割取工程で割り取った貝殻片を粉砕することを特徴とする桜貝ア
クセサリーの製造方法。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記ターゲット色以外の貝殻片を除去する除去工程を、前記粒度分別工程と前記第１成
形工程との間で行うことを特徴とする桜貝アクセサリーの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、桜貝の貝殻を用いたアクセサリーの製造方法に係り、特に、貝殻の欠片を用
いても高い美的価値と均一な品質を実現することができる桜貝アクセサリーの製造方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、貝殻を用いたアクセサリーの製造方法としては、例えば、特許文献１記載の技術
が知られている。
【０００３】
　特許文献１記載の技術は、貝殻を所定の厚さにスライスする工程と、スライスした貝殻
片を洗浄する工程と、ガラス板の上に貝殻片を固定する工程と、貝殻片の欠損部を粘土で
補足する工程と、貝殻片の空隙部に合成樹脂を流し込み第１層を形成する工程と、星砂等
の内容物を投入する工程と、内容物の上から透明な樹脂を封入し第２層を形成する工程と
、空隙部に内容物及び樹脂が充填された貝殻片を研磨する工程とを含むものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平１－３１３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、桜貝の貝殻を用いてアクセサリーを製造する場合、欠損のない完全な貝殻は
美的価値が高く、大きな加工を施さずそのままアクセサリーとして用いることができるが
、欠損がある貝殻（貝殻の欠片）は美的価値が下がってしまい、そのままアクセサリーと
して用いることが難しい。この貝殻の欠片を用いて美的価値の高いアクセサリーを製造し
たいが、特許文献１記載の技術にあっては、貝殻をスライスする技術であるので、薄く脆
い桜貝の貝殻の、しかもその欠片をスライスするのは困難であり、適用が難しいという問
題があった。
【０００６】
　また、特許文献１記載の技術にあっては、スライスした貝殻片を用いるので、貝殻の個
体差及びスライスする部位によって製品の見栄えが大きく異なり、品質にバラツキがある
という問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、貝殻の欠片を用いても高い美的価値と均一な品質を実現することができる桜
貝アクセサリーの製造方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　〔発明１〕　上記目的を達成するために、発明１の桜貝アクセサリーの製造方法は、桜
貝の貝殻又は貝殻片を粉砕する粉砕工程と、前記粉砕工程で粉砕した貝殻片を所定粒径以
上の大粒径貝殻片及び前記所定粒径未満の小粒径貝殻片に分別する粒度分別工程と、前記
粒度分別工程で分別した大粒径貝殻片を透明の液体樹脂と混合して成形する第１成形工程
と、前記粒度分別工程で分別した小粒径貝殻片を透明の液体樹脂と混合して成形する第２
成形工程とを含む。
【０００９】
　ここで、アクセサリーとしては、ネックレス、ペンダント、キーホルダー、ブローチ等
の完成品のほか、ネックレス、ペンダント、キーホルダー、ブローチ等に用いるパーツ（
例えば、装身用玉）が含まれる。
【００１０】
　また、桜貝の貝殻としては、貝殻の欠片のほか、欠損のない完全な貝殻も含まれる。す
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なわち、本発明は、欠損のない完全な貝殻を用いてアクセサリーを製造する場合にも適用
することができる。
【００１１】
　〔発明２〕　さらに、発明２の桜貝アクセサリーの製造方法は、発明１の桜貝アクセサ
リーの製造方法において、桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取る割取工程を含
み、前記粉砕工程は、前記割取工程で割り取った貝殻片を粉砕する。
【００１２】
　〔発明３〕　さらに、発明３の桜貝アクセサリーの製造方法は、発明２の桜貝アクセサ
リーの製造方法において、前記ターゲット色以外の貝殻片を除去する除去工程を、前記粒
度分別工程と前記第１成形工程との間で行う。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、発明１の桜貝アクセサリーの製造方法によれば、粉砕した貝殻片
を透明の液体樹脂で成形するので、薄く脆い桜貝の貝殻をスライスすることなく、従来に
比して、貝殻の欠片を用いても比較的高い美的価値を実現することができ、また桜貝の個
体差によって品質にバラツキが生じる可能性を低減することができる。また、大粒径貝殻
片を透明の液体樹脂で成形したものは、大量の貝殻をちりばめた美しい見栄えとなるのに
対し、小粒径貝殻片を透明の液体樹脂で成形したものは、貝殻の色素が樹脂内に充填され
た美しい見栄えとなるので、１つの製造方法により１つの貝殻から、見栄えの異なる２種
類のアクセサリーを製造することができる。
【００１４】
　さらに、発明２の桜貝アクセサリーの製造方法によれば、桜貝の貝殻から割り取ったタ
ーゲット色の貝殻片を用いるので、ターゲット色ごとのアクセサリーを製造することがで
きるとともに、ターゲット色が際立った美しいアクセサリーを実現することができる。ま
た、粉砕工程の前に割取工程を行うので、粉砕工程の後でターゲット色以外の貝殻片を除
去する場合に比して、ターゲット色以外の貝殻片を除去する作業負荷を低減することがで
きるとともに、ターゲット色に近似する色が混在して色がぼやける可能性を低減すること
ができる。
【００１５】
　さらに、発明３の桜貝アクセサリーの製造方法によれば、割取工程でターゲット色の貝
殻片を大まかに割り取るが、粒度分別工程で分別した大粒径貝殻片には、ターゲット色以
外の貝殻片が混在することがあるので、これを除去することにより、大粒径貝殻片を透明
の液体樹脂で成形したものについて、ターゲット色に近似する色が混在して色がぼやける
可能性を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施の形態に係る桜貝アクセサリーの製造方法を示す工程図である。
【図２】割取工程の実施例である。
【図３】粉砕工程の実施例である。
【図４】粒度分別工程の実施例である。
【図５】除去工程の実施例である。
【図６】第１成形工程の実施例である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。図１乃至図６は、本実施の形態を示す図である
。
【００１８】
　図１は、本実施の形態に係る桜貝アクセサリーの製造方法を示す工程図である。
　まず、図１に示すように、ステップＳ１００に移行して、色分別工程を行う。
【００１９】
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　色分別工程では、桜貝の貝殻又はその欠片（以下これらを総称して「貝殻」という。）
を大まかな色ごとに分別する。例えば、ターゲット色（例えば、濃いピンク、薄いピンク
）ごとに当該ターゲット色及びその近似色の貝殻を選択し１つの群として分別する。
【００２０】
　次に、ステップＳ１０２に移行して、割取工程を行う。
　図２は、割取工程の実施例である。
【００２１】
　割取工程では、桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取る。例えば、図２に示す
ように、ピンセット等の工具で桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取り、ターゲ
ット色となる大まかな貝殻片を得る。
【００２２】
　従来の製造方法では、割取工程を行わず、ステップＳ１０８の除去工程でターゲット色
以外の貝殻片を除去していた。このため、ステップＳ１０４の粉砕工程で粉砕し細かくな
った明らかに色の異なる貝殻片をピンセット等の工具で大量に取り除くことになり、作業
負荷が大きかった。特に、明らかに色の異なる貝殻片を取り除くことに注力してしまうの
で、色の質が落ちてしまう近似色の貝殻片を見落として取り除けないことがあり、この結
果、できあがったアクセサリーは、近似色の貝殻片が混在し色がぼやけることがあった。
【００２３】
　そこで、本実施の形態では、ターゲット色以外の貝殻片を除去する工程を２つに分けた
。１つは、明らかに色の異なる貝殻片を除去するステップＳ１０２の割取工程であり、も
う１つは、ターゲット色に近似する色の貝殻片を除去するステップＳ１０８の除去工程で
ある。これにより、貝殻片を取り除く作業負荷が１／１０程度に低減した。また、従来は
、製造するごとに色のバラツキやぼやけがあったが、現在は年間を通して色を均一化でき
るようになった。
【００２４】
　次に、ステップＳ１０４に移行して、粉砕工程を行う。
　図３は、粉砕工程の実施例である。
【００２５】
　粉砕工程では、ステップＳ１０２の割取工程で割り取った貝殻片を粉砕する。例えば、
図３に示すように、貝殻片をすり鉢に入れ、すりこ木で押しつぶして砕いていく。
【００２６】
　次に、ステップＳ１０６に移行して、粒度分別工程を行う。
　図４は、粒度分別工程の実施例である。
【００２７】
　粒度分別工程では、ステップＳ１０４の粉砕工程で粉砕した貝殻片を所定粒径（例えば
、０．２[mm]）以上の大粒径貝殻片及び所定粒径未満の小粒径貝殻片に分別する。例えば
、図４に示すように、網目の径が所定径（例えば、０．２[mm]）の茶こしを利用し、茶こ
しを通過しすり鉢に落ちた貝殻片を小粒径貝殻片とし、茶こしに残った貝殻片を大粒径貝
殻片としてそれぞれ得る。
【００２８】
　次に、ステップＳ１０８に移行して、除去工程を行う。
　図５は、除去工程の実施例である。
【００２９】
　除去工程では、ステップＳ１０６の粒度分別工程で分別した大粒径貝殻片からターゲッ
ト色以外の貝殻片を除去する。例えば、図５に示すように、ピンセット等の工具で大粒径
貝殻片からターゲット色以外の貝殻片（特に、ターゲット色に近似する色の貝殻片）を除
去する。
【００３０】
　次に、ステップＳ１１０に移行して、第１成形工程を行う。
　図６は、第１成形工程の実施例である。
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【００３１】
　第１成形工程では、ステップＳ１０８の除去工程で分別した大粒径貝殻片を透明の液体
樹脂と混合して成形する。例えば、図６に示すように、大粒径貝殻片を液体樹脂とともに
シリコン製の型にいっぱいに流し込み、液体樹脂が凝固するまで待ち、凝固した後に型か
ら取り出すことでアクセサリーを得る。また、シリコン製の型に限らず、アクセサリーの
フレームとなる金型に直接流し込んでもよい。
【００３２】
　一方、ステップＳ１０６の粒度分別工程の後、ステップＳ１１２に移行して、第２成形
工程を行う。
【００３３】
　第２成形工程では、ステップＳ１０６の粒度分別工程で分別した小粒径貝殻片を透明の
液体樹脂と混合して成形する。例えば、ステップＳ１１０と同様に、小粒径貝殻片を液体
樹脂とともにシリコン製の型にいっぱいに流し込み、液体樹脂が凝固するまで待ち、凝固
した後に型から取り出すことでアクセサリーを得る。また、シリコン製の型に限らず、ア
クセサリーのフレームとなる金型に直接流し込んでもよい。
【００３４】
　次に、本実施の形態の効果を説明する。
　本実施の形態では、桜貝の貝殻片を粉砕し、粉砕した貝殻片を大粒径貝殻片及び小粒径
貝殻片に分別し、分別した大粒径貝殻片を液体樹脂と混合して成形し、分別した小粒径貝
殻片を液体樹脂と混合して成形する。
【００３５】
　これにより、粉砕した貝殻片を液体樹脂で成形するので、薄く脆い桜貝の貝殻をスライ
スすることなく、従来に比して、貝殻の欠片を用いても比較的高い美的価値を実現するこ
とができ、また桜貝の個体差によって品質にバラツキが生じる可能性を低減することがで
きる。また、大粒径貝殻片を液体樹脂で成形したものは、大量の貝殻をちりばめた美しい
見栄えとなるのに対し、小粒径貝殻片を液体樹脂で成形したものは、貝殻の色素が樹脂内
に充填された美しい見栄えとなるので、１つの製造方法により１つの貝殻から、見栄えの
異なる２種類のアクセサリーを製造することができる。
【００３６】
　さらに、本実施の形態では、桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取り、割り取
った貝殻片を粉砕する。
【００３７】
　これにより、桜貝の貝殻から割り取ったターゲット色の貝殻片を用いるので、ターゲッ
ト色ごとのアクセサリーを製造することができるとともに、ターゲット色が際立った美し
いアクセサリーを実現することができる。また、粉砕工程の前に割取工程を行うので、粉
砕工程の後でターゲット色以外の貝殻片を除去する場合に比して、ターゲット色以外の貝
殻片を除去する作業負荷を低減することができるとともに、ターゲット色に近似する色が
混在して色がぼやける可能性を低減することができる。
【００３８】
　さらに、本実施の形態では、ターゲット色以外の貝殻片を除去する除去工程を、粒度分
別工程と第１成形工程との間で行う。
【００３９】
　これにより、割取工程でターゲット色の貝殻片を大まかに割り取るが、粒度分別工程で
分別した大粒径貝殻片には、ターゲット色に近似する色の貝殻片が混在することがあるの
で、これを除去することにより、大粒径貝殻片を液体樹脂で成形したものについて、ター
ゲット色に近い色が混在して色がぼやける可能性を低減することができる。
【００４０】
　なお、上記実施の形態においては、ステップＳ１０８で除去工程を行ったが、これに限
らず、除去工程を行わなくてもよい。
【００４１】
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　また、上記実施の形態においては、ステップＳ１０２で割取工程を行ったが、これに限
らず、割取工程を行わなくてもよい。この場合、ステップＳ１０４の粉砕工程は、割り取
った桜貝の貝殻片を粉砕する場合に限らず、桜貝の貝殻を粉砕してもよい。
【００４２】
　また、上記実施の形態においては、桜貝の貝殻を用いてアクセサリーを製造する場合に
ついて本発明を適用したが、これに限らず、他の種類の貝の貝殻を用いてアクセサリーを
製造する場合についても同じ要領で本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００４３】
Ｓ１００…色分別工程、　Ｓ１０２…割取工程、　Ｓ１０４…粉砕工程、　Ｓ１０６…粒
度分別工程、　Ｓ１０８…除去工程、　Ｓ１１０…第１成形工程、　Ｓ１１２…第２成形
工程
【要約】
【課題】　貝殻の欠片を用いても高い美的価値と均一な品質を実現することができる桜貝
アクセサリーの製造方法を提供する。
【解決手段】　桜貝の貝殻からターゲット色の貝殻片を割り取り、割り取った貝殻片を粉
砕し、粉砕した貝殻片を大粒径貝殻片及び小粒径貝殻片に分別し、分別した大粒径貝殻片
を液体樹脂と混合して成形し、分別した小粒径貝殻片を液体樹脂と混合して成形する。ま
た、ターゲット色以外の貝殻片を除去する除去工程を、粒度分別工程と第１成形工程との
間で行う。
【選択図】　図１

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】



(8) JP 6109389 B1 2017.4.5

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４４Ｃ　　　１／００－　３／００
              Ｂ４４Ｃ　　　５／００
              Ｂ４４Ｃ　　　５／０６
              Ａ４４Ｃ　　　７／００－２７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

